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第１章　はじめに

第１節　調査と遺構保存に至る経過

平成16年３月２日付で、宮城刑務所より同所の全体改築工事に伴う埋蔵文化財についての取扱いに関する協議書

が提出された。当初の工事計画では新たに建設される新たな建物の総面積は21,198㎡と大規模なもので、城内にあ

る既存の全建物を数期に分けて「ころがし方式」により順次建て替えて行くというものであった。

同年４月に実施した城内での試掘調査の結果を受け、９月に第４次調査として処遇管理棟と炊場棟の２棟を対象

とした部分調査を実施したところ、ここに若林城の遺構を初めて確認した。当教育委員会では遺構の残存状態が良

好で、かつ広範囲の残存が想定されることから、10月に処遇管理棟全体の調査の必要性に加え、遺構保護の必要が

認められた場合の建物配置と基礎設計の変更、さらに次の炊場棟についても同様の対応を求める旨の協議開催を宮

城刑務所に申し入れた。これに基づき実施した平成17年度の処遇管理棟全体を対象とした第５次調査では、若林城

の御殿建物群や石敷遺構などの施設の発見が相次いだことから、当教育委員会ではこの調査成果を受け、調査中の

10月25日、遺構の保存を求める意見書を提出し、ここに遺構保存に関する一連の協議が開始されることとなった。

第１回目の協議は平成17年11月２日に、当課のほか、法務省側として仙台矯正管区と宮城刑務所、宮城県教育委

員会の三者により行われた。協議ではあくまでも遺構の保存を主張する仙台市と宮城県に対し、法務省側は計画通

り、平成18年早々の工事開始を目指すとのことであった。11月22日に行われた第２回協議では、工事計画を見直し、

建設場所の変更を求める仙台市と宮城県に対し、法務省側からは建物を他所へ移す場合、今後の建物配置計画への

影響が大きく、これに伴い再度行なわれる発掘調査は時間的にも難しいとの返答であった。しかし協議の後、法務

省側から建物基礎の荷重を分散させる、いわゆるベタ基礎へ変更するという新たな案が提示された。

文化庁記念物課長や主任調査官が来跡した際には、発見遺構のみならず土塁や堀跡などの遺存状況は良好で、国

史跡に相当するものであり、あくまでも遺構の保存を求めるべきとの意見を受けた。この後、文化庁と法務省矯正

局間での協議が行われ、今後、若林城跡の史跡指定を図り、長期的な展望のもと将来的には施設の移転を前提とし

て、処遇管理棟については原位置において先に提示のあった盛土による保存措置をとることが確認された。この基

本方針を受け、平成18年２月14日に行われた第３回協議では、今後の建設に伴う工程や保存遺構の今後の活用など

の具体的な協議が行われた。そして平成18年３月31日付で、文化庁、法務省、宮城県教育委員会、仙台市教育委員

会の四者により「若林城跡の取扱いについて」の合意が取り交わされた。内容は先の基本方針に加え、今後の施設

建設にあたっては建物面積全体を対象とした発掘調査により配置計画をその都度再検討することや、可能な限り早

期に若林城跡の史跡指定に向けた取り組みを行うというものであった。

合意後の８月18日の第４回協議では、２棟目の改築建物である炊場棟の建設位置について、第５次調査での遺構

状況から東側に移動させる配置変更が問題となったが、今後２か年にわたる発掘調査の結果により判断することと

なった。調査終了後の平成21年７月14日、炊場棟の建設位置と基礎構造についての協議が行われたが、全ての地区

において遺構の残存が良好であったことから、先の合意に従い、建物は処遇管理棟同様のコンクリート板によるベ

タ基礎構造とすることとなった。しかしエレベーターピットについては、地下への埋設が不可避との事から撹乱内

に位置変更することで、建物は計画位置から西側に約1.5ｍ移動させている。

平成21年６月には３棟目の改築建物である北舎棟の一部を対象とした第10次調査を実施したが、改築計画の変更

に伴い、平成22年は今回対象となった作業製品倉庫棟部分の調査を前倒しで実施することとなった。またこれまで

建設した２棟の建物については法務省側の意向を踏まえ、建物本体に廊下部分を加えた面積を調査対象としていた

が、本建物については本体部分に限定し、また盛土が厚いことから面積確保のために周囲を50㎝程度広げている。
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第２節　調査要項

遺　跡　名　　若林城跡（宮城県遺跡登録番号01030）

所　在　地　　宮城県仙台市若林区古城二丁目３−１（宮城刑務所地内）

調　査　名　　平成22年度　若林城跡第11次発掘調査

調 査 主 体　　仙台市教育委員会

調 査 担 当　　仙台市教育委員会生涯学習部文化財課

仙台城史跡調査室主任　佐藤　淳　　主査　佐藤　洋

調 査 組 織　　株式会社イビソク（業務委託）　

主任調査員　瀬戸かな子

調　査　員　服部英世

計　測　員　石垣忠彦　小坂浩之

調 査 期 間　　野　外　調　査：平成22年６月11日〜平成22年９月17日

整理報告書作成：平成22年９月18日〜平成23年３月11日

調 査 面 積　　対象面積：　546㎡（作業製品倉庫棟本体）

調査面積：　594㎡

［仙台城跡調査指導委員会による調査指導］
若林城跡の発掘調査を実施するにあたっては、発掘調査ならびに整理・報告書作成作業を適正に行なうべく、下

記の体制による仙台城跡調査指導委員会の助言と指導を受けた。

委 員 長　岡田　清一（東北福祉大学教授　中世史）

副委員長　平川　　新（東北大学東北アジア研究センター教授　近世史）

委　　員　岡崎　修子（仙台ひと・まち交流財団　仙台市柏木市民センター館長）

北野　博司（東北芸術工科大学准教授　考古学）

西　　和夫（神奈川大学客員教授　建築史）

藤澤　　敦（東北大学埋蔵文化財調査室特任准教授　考古学）

＜平成22年度の委員会の開催日と内容＞

第25回　平成22年９月28日　若林城跡第11次調査成果報告

若林城跡第８次・第９次調査報告書作成にかかわる分析成果報告

第26回　平成23年３月11日　若林城跡第11次調査報告書作成にかかわる分析成果報告

［調査・整理参加者］
野外調査

天野健一　板坂直樹　江口雪江　大洞良一　小笠原勝美　小原和郎　菅野博子　倉田勇生　櫻田　禎　佐々木博美

佐藤昌子　柴田たき子　柴田昌倫　清水　輔　庄子利夫　高橋和江　高橋　博　西野重男　古川薫志　班目幸寛　

松下千鶴　嶺　誠一　村上雅彦　山田　昇　山中量一

整理報告書作成

江口雪江　遠藤香代子　太田玄紀　菅野博子　小岩　勉　小林朋子　佐々木博美　佐藤昌子　柴田たき子　清水輔

菅田義克　孫田裕史　鈴木　勉　広瀬淳　松下千鶴　班目幸寛
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第２章　若林城と調査の概要

第１節　遺跡の地理的環境と歴史的環境

若林城跡は仙台城跡の南東約4.5km、ＪＲ仙台駅の南東約３kmの若林区古城二丁目に所在しており、仙台平野

を東西に貫通する名取川の支流である広瀬川北岸の自然堤防上に築かれている。

仙台市周辺の地形は西から東にかけて山地、丘陵地、台地、低地部分に大きく分けられる。青葉区愛子付近や川

崎町付近から仙台市中心部にいたる広瀬川の両岸に形成された河岸段丘は、高い順に台原段丘、上町段丘、中町段

丘、下町段丘に分けられ、仙台城跡やその城下はこれらの段丘上に築かれている。段丘を含む台地と低地部は長町

−利府線と呼ばれる断層線で画されており、若林城跡は台地の南東側低地部の南側の広瀬川により形成された未発

達の河岸段丘に隣接した場所に立地している。周辺には既に埋没した幾つかの旧河道が確認されており、城跡の北

側にはこのような河川跡を利用し広瀬川より取水した六郷堀や七郷堀が近世初めに開削され、堀は城跡の東側で分

流しながら平野東部に広がる水田を潤している。若林城はその規模の大きさから、周辺の水はけの良い自然堤防上

のみならず、過去の調査で確認したような小規模な河川跡上にまたがって造営されたと考えられる。

若林城跡内では第２次調査で５〜６世紀の古墳、第２次、第６次、第９次調査で平安時代の竪穴住居跡、第４次、

第５次、第７次〜第10次調査で建物跡や溝跡等の若林城の施設、第10次調査で若林城以前の城館か屋敷跡を確認し

ている。出土遺物には近世の瓦や陶磁器、土師質土器などの他、縄文土器、土師器、須恵器などがあり、若林城周

辺においても縄文時代から近世にかけて、長期間に渡り人々の生活の場であったことがわかる。

縄文時代には城跡の北東に隣接する南小泉遺跡で遺構は確認されていないが、晩期の遺物包含層を確認しており、

大洞Ａ式の縄文土器、剥片石器、礫石器などが出土している。

弥生時代は南小泉遺跡でほとんど遺構が確認されていない。遺物は弥生時代前期〜後期の甕・蓋・高坏・壷など

の弥生土器の他、石庖丁、石斧、石鏃などの石器類が多く出土しており、遺跡は東北を代表する弥生時代の遺跡と

いえる。若林城跡周辺では縄文時代、弥生時代を通じて遺構がほとんど確認されていないが、出土遺物からみて周

囲にはこの時代の集落が存在していたとみられる。

第１図　若林城跡の位置
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古墳時代では国指定史跡の遠見塚古墳や径50ｍ以上の円墳と推定される法領塚古墳をはじめ、いくつかの古墳が

築かれる。遠見塚古墳は前期の前方後円墳で全長が110mあり、県内で２番目の規模を誇っている。主体部の調査

では管玉、ガラス玉、櫛などの副葬品が出土していることで当地方の首長の墓とみられ、古墳時代の遺跡周辺は当

地域の中心的な場所であったと考えられる。南小泉遺跡では今回の調査区に近い第22次調査区をはじめ数箇所で中

期から後期の竪穴住居跡などによる集落跡が確認されており、出土土師器は東北地方南部における古墳時代中期の

標識となっている。しかし７世紀になると、広瀬川の南側に後に多賀城以前の陸奥国府となる郡山遺跡が造営され

ることで、当地域の中心は広瀬川の南側に移ることとなる。

奈良時代になると城跡の北側に天平13年（741）に全国に造営された国分寺の一つである陸奥国分寺や国分尼寺

が造営される。国分寺の規模は東西242m、南北は不明で、周囲は築地塀で囲まれており、南大門跡、中門跡、金堂跡、

 

第２図　周辺の遺跡
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講堂跡、僧房跡、鐘楼跡などが確認され、重弁蓮華文軒丸瓦や偏行唐草文軒平瓦などが出土している。

平安時代では南小泉遺跡で竪穴住居跡や掘立柱建物跡などを広範囲に多数確認している。

鎌倉・室町時代では南小泉遺跡で土塁を伴う14世紀中期〜15世紀前期の城館跡や、12世紀後半〜13世紀初頭の屋

敷跡とこの屋敷跡を埋めて造った区画溝を伴う13〜16世紀の屋敷跡を確認している。出土遺物には土師質土器皿、

古瀬戸碗、常滑甕、在地の甕、青磁碗、白磁碗、畿内の瓦器などがあり、一般集落の在り方とは異なった状況がみ

られる。

戦国時代では城跡の北側に位置する養種園遺跡において大溝で区画された大型の掘立柱建物跡が確認されてい

る。大溝の外側には炉跡などがあり、周辺から鞴の羽口、鉄滓、湯玉などが出土したことで、ここで鍛冶が行われ

ていたことが判明した。遺物は中国青花碗・皿、中国産天目茶碗、瓦質茶釜や擂鉢、瀬戸・美濃皿など調理具や食

膳具が出土している。このような状況から遺跡周辺には当時この地域を支配していたとみられる国分氏に関わる町

場が形成されていたと推定されている。

江戸時代では養種園遺跡で若林城下にあったとみられる建物跡を確認したほか、後に忠宗により造営されたとさ

れる「御仮屋」のものとみられる遺構を発見している。またその後の元禄５年（1692）には同じ場所に伊達家の別

荘である「小泉屋敷跡」が造営されており、調査ではこの屋敷の周囲を区画する幅20m以上の堀跡や、内側に建物

跡や池跡など庭園を発見している。遺物は瀬戸・美濃皿、唐津碗、大堀相馬碗などの陶磁器が多数出土している。

同じく若林城下の推定範囲にある南小泉遺跡の複数地点においても何らかの屋敷の一部とみられる区画溝のほか、

掘立柱建物跡、土塀、用水堀跡などを確認しており、遺物は陶磁器以外に金箔押巴文軒丸瓦が出土している。

第３図　若林城跡周辺の遺跡
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第２節　若林城の概要

［若林城造営以前］
17世紀後半の『仙台古城書上』によると、若林城が所在した宮城郡小泉村にはかつて南北朝時代以降にこの地域

で勢力を拡大した国分氏に関わる二つの平城が存在したとされている。その後天正年間に起こった跡目争いにより

国分氏は滅亡し、現在の仙台市域を中心とした国分領は伊達氏の直接的支配を受けることとなる。その際、伊達政

宗は「国分」とした地に使者を派遣しているが、記録にみえる二つの城がこの国分氏の拠点に該当するのか、また

若林城が国分氏の城跡に築かれたとする記録もあるが定かではない。

慶長７年（1602）に仙台城はおおよその完成をみたが、本丸が常の生活の場としては不便であったからか、政宗

は仙台城近くの「花壇屋敷」や「下屋敷」に度々出かけている。若林城が政宗の新たな居所となると、これらの屋

敷は記録にみえなくなることから、両屋敷の機能は若林城に完全に移ったものと考えられている。若林の地は古く

は北に国分寺や国分尼寺が建立され、中世には幹線道路である奥大道が南北に縦断し、その周囲には城館や町場が

形成されるなど、かねてより当地域の文化・交通の要衝であり、このことが新たな城と城下を造る上での下地となっ

たとみられる。

［若林城の造営と城内外の様子］
寛永４年（1627）、幕府より政宗に宛て、新たな屋敷の造営を許可する老中奉書が出された。これが「若林城」

の普請許可で、城の名の初見でもある。元和の一国一城令のもと、幕府に対し表向きは若林城を「屋敷」としたが、

政宗自身は当初からこれを「城」と称していたものとみられる。城の普請中、大雨で城北側の土居が破損した際に

は萱の敷き方や調達方法、人足の集め方など、政宗は自ら詳細な指示を重臣に出している。そして普請開始から一

年半後の寛永５年（1628）11月に、政宗は完成した若林城に入り、移徙の儀を催している。

若林城に関する当時の城内の様子を表した絵図の類は一切残っておらず、城内の様子は幾つかの文書により僅か

に知るのみである。城普請にあたっての政宗の指示内容を記した『若林普請覚』の中には、「御山里石かき仕候事」、

「南西どて仕候事」、「御地形并御庭たいらめ申事」、「南之丸へ御入水とり申事」、「御城御門前あく水おとし樋仕候

事」、「御山里御まとばつき可申事」などとある。このことから城内には「山里」や「南之丸」と称される区画が存

在していたことがわかる。また後世に書かれた『東奥老士夜話』には、城の東南角には「矢倉」があり、北に庭園

に伴う「築山」があったとしているが、現況では確認できない。『治家記録』にみられる能や茶会を催した「西曲輪」

はこれまで仙台城に伴う施設と考えられてきたが、現在この曲輪は若林城の一角にあったと考えられている。さら

に廃城後に四代藩主 伊達綱村により城の北方約500mのところに造られた「国分小泉屋敷」は、若林城の「出曲輪」

に造られたとの記録もあり、これらの内容は若林城の当時の状況や規模を考える上で興味ある内容である。現在、

城内の東側には、政宗が文禄の役（1593）で渡海した際に持ち帰ったとされる国指定天然記念物の「朝鮮ウメ」（臥

竜梅）が絵図にもほぼ現在の位置に描かれており、現在も毎年花を咲かせている。

在国中の政宗はこの城を日常の居所とし、仙台城には正月などの公的行事の際に赴くのみであった。また領内各

所への巡察の他、鹿猟・川猟の際も若林城から出かけ、政宗の江戸参勤もまた毎回若林城から出立していることか

らもこの城の重要性がうかがい知れる。

城の造営と同時に、周辺には新たな侍屋敷や町屋敷が割出され、多くの家臣や商人が居を構えることで若林城下

が形成された。現在の城跡周辺の町並みは、城跡の軸線方向と一致しており、若林城下はあくまでも城の造営に合

わせて造られたものと考えられる。城下には文書から確認できる「米町」や「絹布町」以外にも多くの町が存在し

ていたと考えられる。また西側に隣接する仙台城下とは別に「若林町奉行」が置かれ、さらに藩政の基本となる領

内検地帳を収めた「若林御帳蔵」が置かれていたとされている。
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［若林城の廃城と仙台城二の丸への移築］
寛永13年５月、政宗は江戸でこの世を去った。若林城内の建物については、政宗の死後暫くは残されたが、『義

山公治家記録』によると、建物の一部は寛永15年（1638）に造営が開始された仙台城二の丸の殿舎として順次移築

され、同年２月には、焼火間、虎間、納戸、茶道部屋、鑓間、上台所、風呂屋、大台所、小姓間、御用間、肴部屋、

鷹部屋、算用屋と、数多くの建物が上棟されている。完成後あまり時を経ない時期の二の丸殿舎の姿を描いたとさ

れる『御二之丸御指図』には、治家記録で若林城から移築したとされる建物と同名のものが数棟描かれている。ま

た若林城の建物は重臣の茂庭家の屋敷門や幕府役人や大町外人屋の御用を務めた泉屋庄右衛門の屋敷などとして利

用されたと記録にあるほか、若林区新寺の松音寺山門や書院が政宗の霊廟瑞鳳殿御供所に利用されたとしているが、

記録では確認できない。政宗の遺命通り、廃城と共に若林城下も解体されていく中、城下西側の町人町や足軽町に

ついては仙台城下に組み入れられることで、仙台城下の南東範囲が拡大することとなったが、城周辺の家臣屋敷や

町人町は廃され、田畑となったとみられる。このため城跡を含む周辺一帯は在郷分として小泉村に組込まれ、仙台

城下からも切り離された場所となっていく。

［若林城のその後］
延宝８年（1680）に四代藩主 綱村が「若林薬園」に出かけたとの記録がある。薬園は藩の管理下にあった施設

の図面をまとめた『御修覆帳』に城全体が描かれており、廃城から約40年後にはこの地が藩営の薬草園となってい

たことが窺える。これとは別に貞享４年（1687）には「若林」の焔硝蔵が爆発し、多くの鉄砲薬が消失すると共に、

人足８人が死亡した記録がみられるが、これは現在ある城内での出来事ではなかったものと考えられる。

若林城を描いた絵図の類は幾つか残されているが、それらは全て廃城後の姿を描いたものであり、かつての城内

の建物や、城下の状況を示すものは全く確認されていない。『御修覆帳』所収の「若林御薬園」や「若林古御城」は、

現在は埋められた外郭の堀や水路と失われた土塁の配置がわかる貴重な資料であり、城内北西側には東西棟の建物

が１棟あるほか、城内に引き込まれた六郷堀の一部や通路がみられる。また土塁頂部には塀を巡らせていたことが

わかる。さらに南側中央には雲形の不整形プランが描かれ、通路が取り付いている。このプランは大規模な「池」

であり、若林城造営時に造られた園池の可能性が高い。池西側には中島とみられるものや、排水路らしきものも描

かれている。池は東西が100m程度もあり、廃城時にも埋められることなく、薬園内での貯水施設等として近世を

通し機能しながらその形状を留めていた可能性がある。『古御城絵図』もまた薬園の様子を描いた絵図で、３か所

にある内枡形土塁の形状や規模に違いがみられる。加えて西口や建物周辺には塀や井戸、杉や竹による生垣が配置

され、中央部には杉や檜を植えていたことがわかる。また城の西口部分には「大手前」の記載があり、施設の正面

は西側のまま変化が無かったとみられる。

明治12年（1879）、城跡に西南戦争国事犯の収容を目的として宮城集治監が設置される。この時期に撮影された

写真には現在より高かった土塁上に木柵が設置され、大手口脇の堀がまだ埋められていない状況や、六郷堀から分

岐した水を流すために枡形土塁の下に埋設した管を見ることができる。

［現在の若林城］
現在みる若林城は東西に長い長方形を基本に、四方に張出しを持った典型的な平城の近世城郭である。城の南

北軸線は東に約11°傾き、周辺の道路や町並も同様の方向をみせている。堀跡を含む城の規模は東西420m、南北

350mで、城内での土塁法尻での規模は東西250m、南北200mもあり、単一の中心郭としては広大な面積を有し、

これは仙台城本丸や若林城廃絶後に造営される二の丸の規模に匹敵し、山形城や米沢城の本丸規模を凌いでいる。

外郭線は全て土塁で構築され、全体に土塁法面は外側に比べ内側がやや急な傾斜となっている。現況で石垣は全

く確認できないものの、かつては門周辺などの一部に築かれていた可能性もある。現存する土塁の高さは５〜６m

程度で、基底幅は約25mある。周囲の堀は戦後の刑務所庁舎や住宅建設等に伴い、北及び西側が完全に埋め立てら
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れたが、南側や東側部分は25m程度の幅が約１mの窪みとして残っており、遺存状態は良好といえる。張出しは塁

線の北西隅部、西辺南端部、東辺北端部の隅に加え南辺中央部の４か所に配置され、規模は南西隅部がやや小さい

他は長辺側の内法尻幅が90mある。

城の門は南辺を除く三方の各中央に設置され、現在は土塁が幅十数m程度途切れている以外、かつての門を思わ

せるような遺構は見当たらない。西側正面を入ると鉤型に折れる内枡形土塁が配置される。枡形土塁は高さ２mと

低いものだが、後世に形状が改変されている可能性が高い。かつては北側や東側にも同様の土塁があったことが絵

図により確認できるが、これらは集治監設置の際に撤去されたと考えられる。さらに絵図では西側の枡形土塁がひ

ときわ大きく描かれているものがある。『木村宇右衛門覚書』には、大手は西であったとしており、この事から若

林城の大手口は仙台城や奥州街道と相対する西側にあり、この枡形土塁や西面する二つの張出しは、防御上、城の

正面を意識した配置と推察される。

第１表　若林城関連年表
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